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みんなが主役！一人一人が輝いた 「豊かっ子発表会」
１０月２４日（土）、「豊かっ子発表会」を開催しました。子ども達はこの日を楽しみに、劇、

合唱、合奏、ダンスなどそれぞれの学年が趣向を凝らし、一生懸命、練習に励んできました。

当日は１年生の元気でかわいらしい劇を皮切りに、最後は６年生の劇とダンス、そして家族へ

の感謝の言葉で締めくくるなど、どの学年も感動と感謝を伝えようと全力で頑張りました。今

回は感染症対策として、会場での鑑賞はご家族だけでしたが、会場からの手拍子や大きな拍手

は子ども達にとって大きな力となり、発表を終えた子どもたちの顔は、やり切った充実感や満

足感に輝いていました。保護者の皆様には、ご協力ありがとうございました。

１年生：「音楽劇 くじらぐも」 ２年生：「やさいは大切！やさい大すき！？２年生」 ３年生：「ある日の音楽の授業」

セリフも動きもとても上手でした。 可愛いダンスに笑顔がこぼれました。 歌とダンスのコラボで元気一杯！

４年生：「オリジナルふりつけ29人「シャルル」おどってみた 他」 ５年生：「音楽で感動！この星に生まれて」 ６年生：「ギャラクシートレイン～銀河系経由 時間の旅～」

リコーダーの音色が心にしみました。 美しい合唱と迫力ある合奏が見事！ キレッキレのダンスも最高でした。

楽しい時間を過ごしました ～第２回ふれあい集会～
１０月２８日（水）、２回目となるふれあい集会を行いました。

今回も感染症対応として全体での活動を避け、１～６年生の縦

割り清掃班ごとにトランプや宝探しなどの遊びを楽しみました。

上級生がやさしく遊び方を教えたり、異学年の子ども達同士

が和気あいあいと遊んだりする姿から、子ども達の人間関係の

醸成や思いやりの心が育ってきたことを嬉しく感じました。

これからも小規模校のよさを生かし、社会性の育成やよりよ

い人間関係づくり、温かい集団づくりをめざして、異学年での
【トランプで大盛り上がり】 交流活動を大切にしていきたいと思います。

豊かっ子



学力向上をめざす校内研修の取組 ～第５回授業研究会～
１０月２８日（水）、今年度５回目となる授業研究会を２年

生で行いました。「さんかくやしかくの形をしらべよう」の単

元の３時間目、三角形や四角形の見つけ方を考える学習です。

授業の始め、前時に学習した三角形や四角形のきまりを聞か

れると全員が手を挙げ、まっすぐに伸びた指先からは、意欲や

自信が伝わってくるようでした。いざ、各自が問題に取り掛か

ると、わかる・できると思っていた子ども達に迷いや疑問が生

まれてきました。グループでの話し合いでは、それぞれの疑問

を、理由を確認しながら解決していこうと積極的に話し合い、 【グループでの話し合い】

全体での確認では、自分の考え方を確かめるように、友だちの発表を真剣に聞いていました。T2
の長井先生の支援も受けながら、全員が最後まで意慾的に取り組んでいた授業でした。

美術館出前授業 喜一中新入生体験入学
１０月２８日（水）、５・６年生を対象に、 １１月４日（水）、喜多方一中の新入生体

喜多方市美術館と福島県立美術館の職員に 験入学がありました。全体会では、生徒会

よる出前授業を行いました。授業は、たく の本部役員が学校生活について説明したり、

さんの小石の中から自分の好きな小石を選 校歌を目の前で披露したりする姿を真剣に

ぶことからスタートしました。その後、県 見つめていました。その後、英語科の体験

立美術館の収蔵作品をもとに、選んだ小石 授業や部活動見学

に個性があるよう があり、中学校生

に、絵画の表現方法 活の一端を知るこ

にも様々な個性があ とで、中学校への

ることを教えていた 期待がふくらんだ

だきました。 ６年生でした。

１０月２３日（金）の全校集会で、本校の校章につ

いて話をしました。子ども達にとってはそれほど馴染

みのない校章ですが、そこに込められた子ども達への

願いをぜひ知ってもらいたいと考えました。

本校の校章には、稲穂がデザインされています。そして、稲穂の根元にはペンが描かれてい

ます。「稲穂とペン」という、なんとも似つかわしくない組み合わせのようですが、稲穂は豊

かな成長を、ペンは学業の成就を表しているそうです。稲穂の成長の様子を、人としての望ま

しい生き方に例えた「実るほど頭を垂れる稲穂かな」の言葉どおり、校章には、ただ単に学業

を修めるだけでなく、いつも謙虚で礼儀正しく、心身ともに調和のとれた健やかな人間に育っ

てほしいという思いや願いが込められています。話を聞く子ども達の真剣なまなざしに、校章

に込められた願いを大切に教育活動を行っていきたいという思いを強くしました。

＊「ながら見守り隊」再募集のお願い＊
「ながら見守り隊」の募集につきましては、地域の皆様からも多数お申し込みいただき、

現在のところ１８名となりました。皆様のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。

「一ノ堰二区」「綾金」「菅井一区」「菅井二区」につきましては、申込者がおりません。

すべての地区で子ども達を見守っていただきたく思いますので、「一ノ堰二区」「綾金」「菅

井一区」「菅井二区」にお住まいのご家族・地域の皆様に再度ご協力をお願いいたします。

ご協力いただける方は、１１月２０日（金）まで、学校または公民館へお申し込みくださ

いますようお願いいたします。日常生活の中で、気軽にお手伝いいただければと思います。


